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2 Ka-11　　　畳空間にかかわる住様式と住意識の検討

　　　　　　一大都市圏の注文戸建住宅におけるー

　　　　　　（第３報　居住者意識からみた畳空間の動向）

　　　　　　奈良女大　○伊東理恵　今井範子　中村久美
　【目的】第３報では，独立住宅居住者の畳空間に対する意識を探り，畳離れの動向を明らか

にすること，畳空間に何を求めているかを明らかにすることにより。今後の畳空間の方向性

を精神面から探ることを目的としている。

　【方法】調査対象は，第1, 2報での対象世帯における18歳以上の居住者とした。有効ｻﾝn

数963．対象の概要は男性435li.女性57%。年齢は40代を中心に各年代に分布，平均43歳。

　【結果】畳に愛着のある人は6割を超えるが, 30代未満では4割に満たない。希望畳室数は

　「少なくとも1室」555t;.「2室以上」37%である。その室種は1室希望では客間が半数を超え，
　くつろぐ空間が続く。2室希望では約半数が1室は客間を希望。畳への愛着意識も必要性も若

　い年代ほど低くご特に30代未満では「畳離れ」の進行が明らかである。一方でなお畳に執着

　する人の存在が認められる。ごろ寝の床材として畳を好む者は半数を超えるが，高年層ほど
　その割合は高く，若年層では畳に執着しない傾向がみられる。畳室の良さとして「心の安ら

　ぎ」，畳の良さとして「自由な姿勢」「新畳の香り」「い草の感触」などが多くあげられた。

　畳空間に求めるものは，空間全体から感じる心の安らぎ，横になって休息するくつろぎや，

　畳独特の香りや感触など精神性にかかわることがらであり，格式を求める意識は薄らいでい

　る。今後の畳空間の動向については，「1室残る」約半数，「畳室のある住宅とない住宅に

　わかれる」2割，「次第になくなる」「一部の住宅にのみ残る」各1割であった。畳空間の計
　画において，デザインや素材については伝統的なものへの支持が高いが，一方で新しいもの

　の採用が望まれており，「伝統性」の中に「現代性」を取り入れることが必要とされている。
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居住環境にみる真菌分布の特徴
　○中西礼子゛田中辰明”　相原真紀゛
　　（゛お茶大・院，“お茶大）

　【目的】近年、住宅の高気密高断熱化により快適な環境で過ごせるようになったが、それ

に伴って問題になったことの一つに真菌の増殖があげられる。そこで一般住宅内における

真菌分布について調査し、影響が大きいと考えられる温湿度環境との比較を行った。

　【方法】横浜市にある賃貸集合住宅で、1996年７月より毎月１回調査を行った。この住

宅には社会人女性が一名生活している。調査は主に壁や床に付着している真菌を対象にし

ており、106ヵ所のサンプリング点を定め、各地点において10cmX10cmの範囲を滅菌スタ

ンプスプレードで拭き取り、それをＰＤＡ培地、M40Y培地に塗布し、１週間から10日

間培養後同定を行った。また同時にデータロガー、自記記録計、サーモカメラを用いて、

温度、湿度の測定を継続して行った。

　【結果】特に真菌数が多く検出されたのは、菌種は異なるが北側洋室の収納、南側和室の

押入、洗面台の下等、いずれも比較的高湿七ある場所であった。例えば19 9 7年1 2月

の平均相対湿度をみると、北側洋室は47. 0%、収納は57. 0%であった。また部屋の壁の

上下差をみると下の方が真菌数が多い傾向がみられた。同じく平均相対湿度を比較したと

き、上:44. 7%、中:44. 8%、下:51. 4%と下の方が高くなっていることが要因の一つと

考えられる。以上の結果から、一般住宅内での真菌汚染は、相対湿度が大きく影響してい

るものと結論された。
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